
生理学研究所・脳機能計測・支援センター・特任研究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

６３９０５

研究活動スタート支援

2021～2020

成体脳内を移動する新生ニューロンの移動機構の解明と大脳皮質傷害の治療法開発

Mechanisms of neuronal migration in the adult injured brain and application for 
the treatment of cortical injury

９０８８０８０７研究者番号：

松本　真実（Matsumoto, Mami）

研究期間：

２０Ｋ２２６９６

年 月 日現在  ４   ５ ２８

円     2,200,000

研究成果の概要（和文）：正常脳および傷害脳内を移動する新生ニューロンは、鎖状に連なって移動することが
知られている。しかし、その機序の多くは未だ不明である。本研究では、正常脳および傷害脳内を移動する新生
ニューロンの細胞接着を三次元的に明らかにした。新生ニューロンの細胞接着分子の発現を明らかにした。細胞
接着分子除去による新生ニューロンの細胞接着への影響を調べた。細胞接着分子を調整する分子の機能を解析す
るための実験の準備を行った。

研究成果の概要（英文）：In the normal and injured brain, new neurons migrate toward the destination 
regions. However, the mechanisms for neuronal migration in the normal and injured brain remain 
unknown. We studied the cell adhesion of migrating new neurons in the normal and injured brain, the 
expression of a cell adhesion molecule in migrating new neurons, and the effects of removal of a 
cell adhesion molecule on cell adhesion. We also prepared experimental tools to study the function 
of factors that modify the cell adhesion molecule. 

研究分野： 神経再生医学

キーワード： ニューロン移動　脳室下帯　細胞接着　成体脳ニューロン新生
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研究成果の学術的意義や社会的意義
正常脳および傷害脳内では、新しいニューロンが生まれ、目的の領域まで移動し、成熟する。しかし、傷害脳内
の新生ニューロンの移動能は低く、傷害によって失われた機能の回復には至らない。また、その機序の多くは未
だ不明である。本研究で得られた結果は、新生ニューロンの接着に着目し、正常脳および傷害脳内において、新
生ニューロンが接着しながら移動するメカニズムを明らかにしたものであり、脳傷害の新たな治療法開発の礎に
なり得る知見である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

成体脳内には限られた領域に神経幹細胞が存在しており、神経幹細胞から持続的に新たなニュ

ーロンである「新生ニューロン」が産生されている。神経幹細胞が存在する限られた領域の一つ

である脳室下帯から産生された新生ニューロンは、鎖状に連なり、集合体を形成し、脳内を高速

移動する。最終到達領域である嗅覚情報を受け取る嗅球まで到達した新生ニューロンは、成熟す

ることで、既存の神経回路に組み込まれ、脳機能の維持に寄与している。 

 一方で、脳梗塞などにより脳に傷害が生じた際にも、一部の新生ニューロンが脳室下帯から傷

害部に向かって鎖状移動する。しかし、傷害脳内の新生ニューロンの移動能は低く、傷害によっ

て失われた機能の回復には至らない。また、その機序の多くは未だ不明である。 

 研究代表者はこれまでに、正常脳内の脳室下帯で産生された新生ニューロンの移動制御メカ

ニズムの一端を明らかにしてきた(Matsumoto et al., J Neurosci, 39, 9967-9988, 2019)。特

に、三次元電子顕微鏡を用いて生体脳内の微細構造を三次元的にイメージングする手法を確立

し、生体脳内を移動する新生ニューロンの微細構造を明らかにした。さらに最近、この手法を応

用し、正常脳および傷害脳内の移動に共通する鎖状移動する新生ニューロンの細胞接着を解析

することに成功した。この手法を用いることで、今まで明らかにされていなかった、正常脳およ

び傷害脳内を接着しながら移動する新生ニューロンのメカニズムを解明できる可能性が考えら

れた。 

 

２．研究の目的 

本研究では、鎖状移動の際のニューロン間の接着に着目し、新生ニューロンが隣接する新生ニ

ューロンと接着しながら移動するメカニズムを解明するとともに、その接着機構への介入によ

って、成体脳傷害における新生ニューロンの移動と脳機能の回復を促進することを目的とした。 

 

３．研究の方法 
(1) 正常脳および傷害脳内を移動する新生ニューロンの細胞接着の三次元的解析：脳内を集団移

動する新生ニューロンの細胞接着の微細構造を三次元的に解析するために、三次元電子顕微
鏡を用いた。研究代表者が既に確立した手法(J Neurosci 2019)を応用した。 

(2) 新生ニューロンの細胞接着分子の発現解析：新生ニューロンの細胞接着を制御する分子を調
べるために、細胞接着分子の発現を解析した。 

(3) 細胞接着分子除去による新生ニューロンの細胞接着への影響：(2)で明らかにした細胞接着
分子が新生ニューロンの細胞接着にどのような影響を与えるのか調べるために、細胞接着分
子の除去実験を行なった。 

(4) 細胞接着分子を調整する分子の探索：(2)で明らかにした細胞接着分子を調整する分子を同
定するために、細胞接着分子を調整すると考えられる分子の発現を解析した。 

(5) 細胞接着調整分子の発現を抑制するウイルスを作製：(4)で明らかにした細胞接着調整分子
が細胞接着分子にどのような影響を与えるのかを調べるために、細胞接着調整分子の発現を
抑制するウイルスの作製を試みた。 

 

４．研究成果 

(1) 正常脳および傷害脳内を移動する新生ニューロンの細胞接着の三次元的解析：三次元電子顕
微鏡を用いて、正常脳および傷害脳内を移動する新生ニューロンの細胞接着の三次元的微細



構造を明らかにした。 

(2) 新生ニューロンの細胞接着分子の発現解析：正常脳および傷害脳内を移動する新生ニューロ
ンの細胞接着分子の発現を定量的に解析した。 

(3) 細胞接着分子除去による新生ニューロンの細胞接着への影響：(2)で明らかにした細胞接着
分子の除去による新生ニューロンの細胞接着の変化を解析し、細胞接着分子の新生ニューロ
ンにおける細胞接着への役割を明らかにした。 

(4) 細胞接着分子を調整する分子の探索：(2)で明らかにした細胞接着分子を調整する分子を探
索し、どのように細胞接着分子が調整されているのか、その制御機構の一端を明らかにする
手がかりを得た。 

(5) 細胞接着調整分子の発現を抑制するウイルスの作製：(4)で明らかにした細胞接着調整分子
が細胞接着分子に与える影響を今後解析し、新生ニューロンが接着しながら移動するメカニ
ズムを明らかにするために、細胞接着調整分子の発現を抑制するウイルスを作製した。 
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